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 本研究では、抽出クロマトグラフィ用吸着材の分離性能向上に向けた最適化の一環として、高分子被覆重

量を変更した改良 TEHDGA 吸着材を調製し、Eu3+との振とう試験によって、被覆重量に対する分配係数と吸着

速度で相関を得た。高分子膜における抽出剤の存在密度や水・イオンの拡散速度が改善されたと考えられる。 
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1. 緒言 

 ウランの中性子吸収等で生成するマイナーアクチノイド(MA; Am, Cm)の分離は放射性廃棄物の減容におけ

る重要な課題である。我々のグループでは、MA 分離技術の 1 つである抽出クロマトグラフィ法の研究開発を

行っている。カラム充填相に用いる吸着材は、スチレン－ジビニルベンゼン共重合体（以降、高分子という）

を被覆した多孔質シリカ粒子（SiO2-P）に抽出剤を担持させるが、先行研究[1]から、高分子被覆重量（もし

くは膜厚）の調整によって分離性能の改善が見込まれる。本研究では、被覆重量を制御可能な SiO2-P の調製

方法を検討し、バッチ形式の振とう試験によって、改良 TEHDGA 含浸吸着材の吸着性能を評価した。 

2. 実験 

 安息香酸メチルに溶解した反応試薬のスチレンとジビニルベンゼン、重合開始剤 V601 を多孔質シリカ粒子

に添加した。アルゴン雰囲気下で攪拌し、333 K の保温と 13 h の重合反応によって SiO2-P を得た。ここで、

添加試薬の重量変更によって SiO2-P の被覆重量分率を調整し、抽出剤 TEHDGA を重量分率 20%に担持させた。

被覆重量分率が異なる吸着材の吸着性能は、Eu3+を用いた振とう試験と固液分離で得られるろ液の ICP 分析

から算出した分配係数で比較した。また、TG/DTA 測定によって、試験前後の重量分率の変化を評価した。 

3. 結果・考察 

振とう試験後の吸着材の TG/DTA 測定結果から、どの被覆重量でも抽出剤の溶出率は低く、担持能力に影響

がないことを確認した。また、被覆重量の低下に伴う分配係数の増加や飽和吸着までの到達時間の短縮が認

められた。これらの結果から、高分子膜における水やイオンの拡散速度の上昇、かつ抽出剤密度の増加によ

って、金属錯体を形成しやすくなったと考えられる。これにより、抽出クロマトグラフィ用吸着材の課題で

ある(1)吸着容量の増加と(2)分離によるテーリング抑制（延いては発生廃液量の減少）を同時に達成する吸

着材の調製方法を提案するものである。 

 なお、本研究は、経済産業省資源エネルギー庁「令和 4 年度放射性廃棄物の減容化に向けたガラス固化技

術の基盤研究事業」の成果の一部である。 
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